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1. 2024年3月期第2四半期の連結業績（2023年4月1日～2023年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期第2四半期 7,208 7.9 422 △8.1 409 △3.2 249 △10.0

2023年3月期第2四半期 6,677 △11.7 459 146.9 422 123.9 276 187.8

（注）包括利益 2024年3月期第2四半期　　277百万円 （△8.8％） 2023年3月期第2四半期　　304百万円 （190.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2024年3月期第2四半期 27.12 ―

2023年3月期第2四半期 30.12 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年3月期第2四半期 10,112 3,704 33.4 368.23

2023年3月期 10,136 3,427 30.8 340.36

（参考）自己資本 2024年3月期第2四半期 3,382百万円 2023年3月期 3,126百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2024年3月期 ― 0.00

2024年3月期（予想） ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2024年 3月期の連結業績予想（2023年 4月 1日～2024年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,500 23.3 1,000 △6.0 950 △7.9 600 △14.5 65.32

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年3月期2Q 9,192,560 株 2023年3月期 9,192,560 株

② 期末自己株式数 2024年3月期2Q 7,980 株 2023年3月期 7,980 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年3月期2Q 9,184,580 株 2023年3月期2Q 9,184,580 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 4

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 5

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 6

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 6

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 8

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………… 10

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 12

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 12

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 12

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 12

（収益認識関係） …………………………………………………………………………………………………… 13

○添付資料の目次

- 1 -

株式会社ＡＫＩＢＡホールディングス(6840) 2024年３月期 第２四半期決算短信



（単位：千円）

財務諸表科目

2023年３月期
第２四半期連結

累計期間

2024年３月期
第２四半期連結

累計期間
前期比

　売上高 6,677,964 7,208,637 7.9%

　売上原価 5,125,637 5,434,305 6.0%

売上総利益 1,552,327 1,774,331 14.3%

　販売費及び一般管理費 1,092,927 1,351,969 23.7%

営業利益 459,399 422,362 △8.1%

　営業外収益 6,164 2,720 △55.9%

　営業外費用 42,565 15,422 △63.8%

経常利益 422,998 409,660 △3.2%

　特別利益 － － －

　特別損失 － － －

税金等調整前四半期純利益 422,998 409,660 △3.2%

　法人税等合計 127,943 139,216 8.8%

親会社株主に帰属する四半期純利益 276,730 249,149 △10.0%

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが５類へ

移行したことにより経済活動の正常化が進み、インバウンド需要も回復いたしました。一方で、継続的な物価上昇

や世界的な金融引き締めの影響もあり、先行きは依然として不透明な状況となっております。

　このような環境の中、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は、7,208百万円（前年同期比7.9％

増）、営業利益は422百万円（前年同期比8.1％減）、経常利益は409百万円（前年同期比3.2％減）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は249百万円（前年同期比10.0％減）となりました。
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（単位：千円）

2023年３月期
第２四半期連結

累計期間

2024年３月期
第２四半期連結

累計期間
前期比

メモリ・PCデバイス・IoT事業

売上高 3,036,440 2,664,361 △12.3%

営業利益及び損失 77,050 △22,713 －

通信建設テック事業

売上高 2,583,782 3,511,834 35.9%

営業利益 243,800 285,316 17.0%

HPC事業

売上高 919,941 897,539 △2.4%

営業利益 82,422 95,691 16.1%

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　なお、第１四半期連結会計期間より、従来「メモリ製品製造販売事業」としていた報告セグメントの名称を「メ

モリ・PC関連デバイス・IoT事業」に、「通信コンサルティング事業」としていた報告セグメントの名称を「通信

建設テック事業」に変更しております。当該変更は報告セグメントの名称変更であり、セグメント情報に与える変

更はありません。

①　メモリ・PCデバイス・IoT事業

　メモリ・PC関連デバイス・IoT事業においては、従来の法人向け、産業機器メーカー向けのメモリ販売や、

BtoC向けの販売、産業用PC等の拡販、ネットワーク製品の販売、OWC社の付加価値商品の販売に取り組む他、新

規商材の検討も行ってまいりました。また、IoTソリューション事業においては鉄道車両向け監視カメラの開発

など、新規案件の製品開発、販売に取り組んでまいりました。また、電源関連においては、高精度アイソレーシ

ョンアンプの製品化や量産に向けた取り組みを進めるほか、CTC社製品を軸にした国内鉄道車両向けの電源の取

り扱いを開始いたしました。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高はPCメーカー向けのメモリ販売が低調に推移したこともあり

2,664百万円（前年同期比12.3％減）、展示会への出展や人員増強に伴う販管費の増加もあり、営業損失22百万

円（（前年同期は77百万円の営業利益）となりました。

②　通信建設テック事業

　通信建設テック事業においては、通信建設工事業でキャリア3Gサービスのマイグレーション工事をはじめとし

て屋内・屋外の通信関連工事の完工件数が増加し、IoT関連工事や監視カメラ関連工事等も堅調に推移しており

ます。コンタクトセンター事業においては、アルコールチェック案件での大手端末ベンダーとのAPI連携等によ

り、同案件を中心とした新規案件の獲得が増加しております。また、昨年同様にタレントを起用した広告宣伝を

当第２四半期から開始し、企業ブランディングの強化と新規案件の開拓を推進しております。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は3,511百万円（前年同期比35.9％増）、営業利益285百万円

（前年同期比17.0％増）と第２四半期累計で過去最高の売上・利益となりました。

③　HPC事業

　HPC事業においては、ホームページでの事例紹介を通じた企業ブランディングや、商談の端緒づくり、また、

リアルで開催される各種学会においてセミナーを開催する等、様々な機会を捉えての積極的な情報発信に努めて

まいりました。一部の海外製品の長納期化の影響を受けて減収となったものの、相対的な利益率の向上により、

営業利益は前期を上回る結果となりました。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は897百万円（前年同期比2.4％減）、営業利益95百万円（前年

同期比16.1%増）となりました。
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（単位：百万円）

前連結
会計年度末

(2023年３月31日)

当第２四半期連結
会計期間末

(2023年９月30日) 増減額 主な増減理由

流動資産 9,317 9,271 △45
現金及び預金＋95、受取手形、売掛金及

び契約資産△420、仕掛品＋105

固定資産 819 841 22

資産合計 10,136 10,112 △23 －

流動負債 5,798 5,714 △84 買掛金△470、短期借入金＋700

固定負債 910 694 △216 長期借入金△225

負債合計 6,709 6,408 △300 －

純資産合計 3,427 3,704 277 利益剰余金＋249

負債純資産合計 10,136 10,112 △23 －

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は9,271百万円となり、前連結会計年度末9,317百万円と比

べ45百万円減少いたしました。

　主な増減内訳として、当社グループの売上高が第４四半期に集中していることもあり、３月単月の売上高に比較

して９月単月の売上高が少ないことから、受取手形、売掛金及び契約資産が420百万円減少いたしました。

（固定資産）

　当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は841百万円となり、前連結会計年度末819百万円と比べ22

百万円増加いたしました。

（流動負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は5,714百万円となり、前連結会計年度末5,798百万円と比

べ84百万円減少いたしました。

　主な増減内訳として、買掛金につきましては470百万円減少いたしました。また、新規の借入により短期借入金

が700百万円増加いたしました。

（固定負債）

　当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は694百万円となり、前連結会計年度末910百万円と比べ

216百万円減少いたしました。

　主な増減内訳として、返済により長期借入金が225百万円減少いたしました。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は3,704百万円となり、前連結会計年度末3,427百万円と比べ277百

万円増加いたしました。

　主な増減内訳として、利益剰余金の増加249百万円増加であります。
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　（キャッシュ・フローの状況）

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）残高は、前連結会計年度末に

比べ91百万円増加し、3,487百万円となりました。

　各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金の減少は、255百万円（前年同期は490百万円の減少）となりました。これは主に、税金等調

整前四半期純利益409百万円、売上債権の減少420百万円といった増加要因があった一方で、棚卸資産の増加201百

万円、仕入債務の減少470百万円、法人税等の支払額197百万円等の減少要因があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金の減少は60百万円（前年同期は26百万円の減少）となりました。主な原因は、有形固定資産

の取得による支出46百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の増加は406百万円（前年同期は110百万円の減少）となりました。主な原因は、短期借入金

の純増加700百万円、長期借入金の返済による支出282百万円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年５月12日に公表いたしました業績予想から修正はございません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,444,107 3,539,620

受取手形、売掛金及び契約資産 4,283,150 3,862,993

商品及び製品 1,117,979 1,146,484

仕掛品 159,594 264,920

原材料 140,893 208,406

その他 175,082 251,916

貸倒引当金 △3,746 △2,781

流動資産合計 9,317,061 9,271,560

固定資産

有形固定資産

建物 154,335 191,460

減価償却累計額 △37,802 △46,944

建物（純額） 116,532 144,515

機械及び装置 18,522 20,254

減価償却累計額 △17,735 △18,398

機械及び装置（純額） 786 1,856

車両運搬具 52,941 54,895

減価償却累計額 △49,357 △51,687

車両運搬具（純額） 3,584 3,208

工具、器具及び備品 161,588 168,917

減価償却累計額 △129,059 △138,586

工具、器具及び備品（純額） 32,529 30,330

土地 37,710 37,710

リース資産 28,734 40,482

減価償却累計額 △19,012 △29,103

リース資産（純額） 9,721 11,378

建設仮勘定 1,633 1,633

有形固定資産合計 202,498 230,633

無形固定資産

のれん 283,868 253,301

ソフトウエア 5,507 6,147

無形固定資産合計 289,375 259,449

投資その他の資産

長期未収入金 25,424 25,424

繰延税金資産 146,495 161,593

その他 180,736 189,538

貸倒引当金 △25,424 △25,424

投資その他の資産合計 327,231 351,132

固定資産合計 819,106 841,214

資産合計 10,136,167 10,112,775

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,430,427 960,065

短期借入金 3,050,000 3,750,000

１年内返済予定の長期借入金 444,627 386,994

１年内償還予定の社債 16,000 16,000

未払法人税等 197,818 155,311

賞与引当金 128,223 103,373

役員賞与引当金 44,500 －

その他 487,164 342,495

流動負債合計 5,798,759 5,714,240

固定負債

長期借入金 702,427 477,417

社債 58,000 50,000

退職給付に係る負債 52,806 57,785

資産除去債務 51,836 55,336

その他 45,260 53,726

固定負債合計 910,330 694,266

負債合計 6,709,090 6,408,506

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 783,900 783,900

利益剰余金 2,245,312 2,494,462

自己株式 △2,505 △2,505

株主資本合計 3,126,708 3,375,858

その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ損益 △566 6,181

その他の包括利益累計額合計 △566 6,181

非支配株主持分 300,934 322,229

純資産合計 3,427,077 3,704,268

負債純資産合計 10,136,167 10,112,775
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

売上高 6,677,964 7,208,637

売上原価 5,125,637 5,434,305

売上総利益 1,552,327 1,774,331

販売費及び一般管理費 1,092,927 1,351,969

営業利益 459,399 422,362

営業外収益

受取利息及び配当金 42 42

受取家賃 1,701 1,830

補助金収入 3,387 247

雑収入 1,033 599

営業外収益合計 6,164 2,720

営業外費用

支払利息 10,115 10,772

為替差損 31,484 3,975

支払手数料 163 149

雑損失 801 525

営業外費用合計 42,565 15,422

経常利益 422,998 409,660

税金等調整前四半期純利益 422,998 409,660

法人税、住民税及び事業税 136,733 155,254

法人税等調整額 △8,789 △16,038

法人税等合計 127,943 139,216

四半期純利益 295,054 270,444

非支配株主に帰属する四半期純利益 18,324 21,294

親会社株主に帰属する四半期純利益 276,730 249,149

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

四半期純利益 295,054 270,444

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 9,035 6,747

その他の包括利益合計 9,035 6,747

四半期包括利益 304,089 277,191

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 285,765 255,897

非支配株主に係る四半期包括利益 18,324 21,294

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 422,998 409,660

減価償却費 19,116 24,334

のれん償却額 1,628 30,566

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,533 △964

賞与引当金の増減額（△は減少） △7,578 △24,849

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 5,518 4,979

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △24,700 △44,500

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,245 4,860

補助金収入 △3,387 △247

受取利息及び受取配当金 △42 △42

支払利息 10,115 10,772

為替差損益（△は益） 21,165 △2,718

売上債権の増減額（△は増加） 360,258 420,156

棚卸資産の増減額（△は増加） △294,852 △201,344

仕入債務の増減額（△は減少） △803,412 △470,361

未収入金の増減額（△は増加） 5,069 10,074

前渡金の増減額（△は増加） △96,182 △44,981

未払金の増減額（△は減少） △41,572 △17,449

未払費用の増減額（△は減少） △38,976 △8,077

前受金の増減額（△は減少） 1,603 3,807

未収消費税等の増減額（△は増加） 68,363 △25,701

未払消費税等の増減額（△は減少） 29,779 △127,290

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減

少）
△6,204 －

その他 △4,132 △18,082

小計 △371,709 △67,399

利息及び配当金の受取額 42 42

利息の支払額 △9,292 △8,694

法人税等の還付額 40,840 18,140

法人税等の支払額 △153,732 △197,760

補助金の受取額 3,387 247

営業活動によるキャッシュ・フロー △490,465 △255,424

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △20,738 △46,044

無形固定資産の取得による支出 △1,800 △1,600

投資有価証券の取得による支出 － △8,000

敷金及び保証金の差入による支出 △159 △458

敷金及び保証金の回収による収入 － 40

貸付金の回収による収入 － 252

定期預金の預入による支出 △8,400 △8,900

定期預金の払戻による収入 4,800 4,800

保険積立金の積立による支出 △366 △366

投資活動によるキャッシュ・フロー △26,664 △60,277

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000 700,000

長期借入金の返済による支出 △202,328 △282,643

社債の償還による支出 △8,000 △8,000

その他 － △2,564

財務活動によるキャッシュ・フロー △110,328 406,792

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,635 321

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △625,821 91,412

現金及び現金同等物の期首残高 3,728,478 3,396,300

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,102,656 3,487,713
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）３.
調整額

（注）２．

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）１．

メモリ・PC関
連デバイス・

IoT事業

通信建設
テック事業

HPC事業 小計

売上高

顧客との契約から

生じる収益
3,029,914 2,582,964 917,841 6,530,719 147,245 － 6,677,964

その他の収益 － － － － － － －

外部顧客への売上高 3,029,914 2,582,964 917,841 6,530,719 147,245 － 6,677,964

セグメント間の内部

売上高又は振替高
6,526 818 2,100 9,444 － △9,444 －

計 3,036,440 2,583,782 919,941 6,540,163 147,245 △9,444 6,677,964

セグメント利益 77,050 243,800 82,422 403,272 24,436 31,690 459,399

（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）３.
調整額

（注）２．

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）１．

メモリ・PC関
連デバイス・

IoT事業

通信建設
テック事業

HPC事業 小計

売上高

顧客との契約から

生じる収益
2,661,449 3,507,315 892,489 7,061,254 147,383 － 7,208,637

その他の収益 － － － － － － －

外部顧客への売上高 2,661,449 3,507,315 892,489 7,061,254 147,383 － 7,208,637

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,912 4,519 5,050 12,481 － △12,481 －

計 2,664,361 3,511,834 897,539 7,073,735 147,383 △12,481 7,208,637

セグメント利益又は損

失（△）
△22,713 285,316 95,691 358,295 4,161 59,906 422,362

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．セグメント利益の調整額31,690千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△155,647千円及び

その他調整額187,337千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない人件費及び

一般管理費であります。その他調整額は、主にセグメントに帰属しない持株会社に対する経営指導料等の消

去であります。

３.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額59,906千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用
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△168,654千円及びその他調整額228,560千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない人件費及び一般管理費であります。その他調整額は、主にセグメントに帰属しない持株会社に対する

経営指導料等の消去であります。

３.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの名称変更）

第１四半期連結会計期間より、従来「メモリ製品製造販売」としていた報告セグメントの名称を「メモ

リ・PC関連デバイス・IoT」に、「通信コンサルティング」としていた報告セグメントの名称を「通信建設

テック」に変更しております。なお、当該変更は報告セグメントの名称変更であり、セグメント情報に与え

る変更はありません。

　　　また、これに伴い、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報も変更後の名称で表示しております。

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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